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●
令
和
元
年
度
定
時
総
会
開
催

●
令
和
元
年
度

表
彰

●
臨
時
理
事
会
開
催

●
令
和
元
年
度

役
員
人
事
決
定

●
運
営
組
織
図

●
職
群
班
班
長
会
議
開
催

●
地
区
役
員
会
議
開
催

●
理
事
会
。各
部
会
報
告

●
リ
レ
ー
サ

ロ
ン

●
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
ま
す
よ
！

●
会
員
は
つ
ら

つ
コ
ー
ナ
ー

●
交
通
安
全
講
習
会
及
び

健
康
講
話
開
催
―

●
渡
良
瀬
遊
水
地
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
　
　
・■

●
シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発

促
進
月
間
の
お
知
ら
せ

●
熱
中
症
に

気
を

つ
け
ま
し
よ
う
！

●
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

熙ギ|よ警奮‐
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本
日
、
令
和
元
年
度
公
益
社
団
法

人
小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

会
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご

出
席
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
公
私
と
も
ご
多
忙

の
中
、
大
久
保
小
山
市
長
様
代
理
、

浅
見
保
健
福
祉
部
長
、
樋
山
公
共
職
業
安
定
所
所
長
の
ご

臨
席
の
栄
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会

に
あ
た
り
、
昨
年
度

の
セ

ン
タ
ー

の
実
績

を
説
明
し
ま
す
と
、
契
約
金
額

に

つ
き
ま
し
て
は
、

３
億
９
百
６４
万
円
と
前
年
度
を
少
し
上
回
る
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
中
期
計
画
の
目
標

を
約
２
・
９
％
超
え
る
も
の
で
し
た
。
契
約
金
額
以
外
の

数
字
を
見
ま
す
と
、
受
注
件
数

・
就
業
延
人
員
で
伸
び
た

も
の
の
、
就
業
実
人
員
で
は
若
干
で
す
が
減
と
な
り
ま
し

た
。
う
ち
派
遣
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
正
就
業
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
派
遣
の
就
業
延
人
員

・
契
約
金
額
と
も
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
本
日
ご
出
席
頂
き

ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支

援

。
ご
指
導
と
会
員
の
皆
様
の
熱
心
で
信
頼
で
き
る
仕
事

ぶ
り
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
ご
愛
顧
頂
い
た
結
果
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
、

１０
月
の
年

２
回
、
シ
ル
バ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
、
入
会
を
勧
め
る
チ
ラ
シ
を

市
内
全
戸
配
布
す
る
ほ
か
、
９
月
に
は
桑
公
民
館
に
て
出

前
説
明
会
を
実
施
し
会
員
増
強
に
努
め
ま
し
た
が
、
６
名

増
の
６
５
２
名
と
い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
中
期
計
画

の
目
標
値
か
ら
は
遠
い
状
況
で
す
。
一雇
用
制
度
の
改
正
等

に
よ
り
、
入
会
者
の
年
齢
が
６５
歳
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、

会
員
数
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

全
シ
協
は
第
２
次
会
員
１
０
０
万
人
達
成
計
画
を
策
定
し
、

各
セ
ン
タ
ー
の
中
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
に
求
め
て

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
現
状
を
見
直
し
、
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
、
小
山
市
か
ら
施
設
管
理

の
お
仕
事
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で

も
続
か
な
い
よ
う
で
す
。
小
山
市
は
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
有
効
な
施
設
管
理
の
在
り
方
を
検

討
し
、
こ
の
４
月
か
ら
間
々
田
、
桑
公
民
館
の
管
理
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
の
有
用
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
普
通
救
命
講

習

・
認
知
症
対
応
研
修
、
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
会
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
を
し
ま

す
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
希
望
さ
れ
る
お
仕
事
は
、
公
園
管
理

・

駐
輪
場
管
理
の
安
定
し
た
も
の
に
集
中
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
お
仕
事
に
従
事
で
き
る
人
数
は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

５
年
交
替
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
本
来

「臨

時
的
か
つ
短
期
的
又
は
軽
易
な
お
仕
事
」
を
受
注
し
、
会

員
同
士
が
助
け
合
い
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
原
点
は
小
さ
い
仕
事
も
コ
ツ
コ

ツ
と
誠
実

・
親
切
に
遂
行
す
る
こ
と
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
は
、
様
々
な
注
文
が
入
り
ま
す
。
小
さ
い
お
仕
事

が
多
い
の
で
す
が
、
受
け
る
会
員
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
折
角
の
注
文
で
す
の
で
、
受
注

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
暑
い
日
が
続
く
予
報
で
、
熱
中
症
に
注
意
を
要

し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
管
理
と
安
全
就
業
に
心

が
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
の
定
時
総
会
に
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
中
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
２０
日

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
生
井
克
明
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本
日
は
、
令
和
元
年
度
　
公
益
社
団
法
人
小
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

総
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、　
三
百
、
お
祝

い
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、

熱
心
な
就
業
と
地
域
貢
献
活
動
に
よ
り
、
小
山
市
の
発
展
に
ご

尽
力

い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
、
小
山
市
は
市
制
６５
周
年
を
迎
え
、
ま
た
、
３

月
に
は
間
々
田
に
伝
承
さ
れ
る
祭
り

「
間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い

た
」
が
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
度
は
、

東
京

２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト
に
本
市
が

選
定
さ
れ
る
な
ど
、
喜
ば
し
い
こ
と
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
市
制
６５
周
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
例

え
れ
ば
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年

４
月
の
６５
歳
以
上
人
口
は
、
約
４
万
人
、
高
齢
化
率
は
２４
％
強
、

概
ね
４
人
に
１
人
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な

っ
て
お
り
、
今

後
高
齢
化
率
は
ま
す
ま
す
上
昇
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
「
健
康
で
い
き

い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
」
健
康
、
体
力
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
と
豊

か
で
生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
は

「自
主
自
立

・

共
働
共
助
」
の
理
念
の
基
、
「福
祉
の
受
け
手
」
で
は
な
く
、
「社

会
の
担

い
手
」
と
し
て
活
動
さ
れ
、
そ
の
誠
実
な
仕
事
に
よ
り
、

多
く
の
市
民
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
長
年
培

っ
た
経
験
や
知
識
、
技
術
な
ど
は
、

小
山
市
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ

の
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
２０
日
　
　
小
山
市
長
　
大
久
保
　
寿
夫

浅
見

貴
幸

様

小
山
市
保
健
福
祉
部
長

（大
久
保
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
）

樋
山
　
則
男

様

小
山
公
共
職
業
安
定
所
所
長

議
事
内
容
は
、
報
告
事
項

・
①
平
成
３０
年
度
事
業
報
告
、

②
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
計
算
書
類
等
に
つ
い
て
。

決
議
事
項

。
第
１
号
議
案

「平
成
３０
年
度
計
算
書
類
等
の
承

認
の
件
」
、
第
２
号
議
案

「役
員
報
酬
額
等
変
更
の
件
」
、
第
３

号
議
案

「
理
事
１１
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
案

ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「わ
か
り
や
す
い

。
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供

（顧
客
満
足
度
の
向
上
）

〈事
業
運
営
〉

０
就
業
機
会
提
供
事
業

①
請
負

・
委
任

②
職
業
紹
介

③
労
働
者
派
遣

②
就
業
機
会
確
保
事
業

①
普
及
啓
発
事
業

・
普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
充
実

・
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
等
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
会
報

「小
山
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
及
び

「特
集
号
チ
ラ
シ
」

に
よ
る
広
報
活
動
の
強
化

②
安
全
就
業
の
推
進

二
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
最

重
要
事
項
と
の
認
識
に
基
づ
き

【事
故
ゼ
ロ
】
を
目
指
す

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
職
場
訪
間
を
計
画
的
に
実
施

・
会
員
の
安
全
就
業
と
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
研
修
会
の
実
施

・
安
全
標
語
を
活
用
し
、
会
員
の
安
全
と
健
康
に
対
す
る
意
識
を
向
上

③
会
員
の
拡
充

・
入
会
説
明
会
／
研
修
会
／
面
談
会
の
充
実

。
出
前
入
会
説
明
会
の
実
施

・
女
性
会
員
の
増
強
及
び
女
性
委
員
会
の
活
性
化

・
か
わ
ら
版
の
発
行
に
よ
る
会
員

へ
の
情
報
提
供

・
就
業
相
談
に
よ
る
会
員
の
早
期
就
業
促
進
と
早
期
退
会
者
の
低
減

④
適
正
就
業
の
推
進

。
会
員
デ
ー
タ
管
理
に
よ
る
適
正
就
業
の
円
滑
化

。
適
正
就
業
の
徹
底
と
公
募
制
の
推
進
に
よ
る
就
業
機
会
の
均
等
化

。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
作
業
の
推
進

・
相
談
窓
口
を
活
用
し
た
就
業
の
促
進

・
会
員
の
年
齢
と
能
力
と
技
術
に
応
じ
た
就
業
促
進

⑤
就
業
開
拓
事
業

・
親
就
業
先
の
開
拓
促
進

・
独
自
事
業
の
充
実
及
び
新
規
事
業
の
開
拓

・
小
山
商
工
会
議
所
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

・
指
定
管
理
業
務
の
充
実

。
派
遣
事
業
の
充
実

⑥
業
務
推
進
事
業

。
会
員
資
質
向
上
を
目
指
す
研
修
、
講
習
の
実
施

・
後
継
者
の
育
成

。
発
注
者
訪
問
活
動
に
よ
る
就
業
機
会
の
拡
大

。
メ
ー
ル
活
用
の
検
討

・
職
群
班
の
活
性
化

・
会
員
に
よ
る
自
主
的
な
就
業
の
促
進

⑦
地
域
貢
献
活
動
事
業

・
地
域
社
会
か
ら
需
要
の
あ
る
仕
事
の
受
注
を
拡
大
し
貢
献

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

〈法
人
運
営
〉

０
運
営
体
制
の
強
化

（０

「自
主
・
自
立
」
を
基
本
と
す
る
会
員
主
体
の
白
主
的
な
運
営
の
実
施

・
会
員
の
有
効
活
用
と
業
務
の
効
率
化

・
女
性
会
員
の
運
営
等

へ
の
参
加
の
促
進

②
定
款
に
定
め
る
セ
ン
タ
ー
の
事
業
目
的
に
沿

っ
た
運
営
を
推

進
す
る
た
め
、
以
下
の
会
議
を
開
催

①
理
事
会
～
事
業
執
行
状
況
や
会
員

の
入
会
承
認
等
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
重
要
な
条
件
を
審
議
決
定
す
る

（年

‐２
回
程
度
開
催
）
～

②
総
会
～
定
時
総
会
を
６
月
に
開
催
～
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靡
他
の
会
員
の
模
範
と
な
る
会
員
　
８
名

各
種
就
業
に
於
て
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
班
長
と
し
て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。

靡
永
年
勤
続
表
彰
　
１０
年
　
２５
名

加
藤
　
｛昌
江
（桑
　
絹
）

藤
本
　
正
美
（大
谷
Ｂ
）

伊
澤
三
千
夫
（小
山
Ａ
）

須
賀
　
久
夫
（美
　
田
）

大
出
　
真

一
（美
　
田
）

山
口
　
弘
　
（小
山
Ａ
）

寺
嶋
理
美
子
（間
々
田
）

岩
井
　
誠

一
（美
　
田
）

猪
瀬
　
正
晴
（大
谷
Ｂ
）

〓
一田
　
秀
男
（小
山
Ｂ
）

黒
須
　
勝
次
（間
々
田
）

主目
木
　
光
男
（間
々
田
）

高
橋
　
重
久
（間
々
田
）

石
井
　
恵
子
（小
山
Ａ
）

中
田
　
武
　
（美
　
田
）

藤
沼
　
将
晃
（小
山
Ｂ
）

渋
谷
　
美
子
（間
々
田
）

佐
藤
　
盛
夫
（小
山
Ｂ
）

奈
良
　
国
弘
（桑
　
絹
）

西
田
　
勝
美
（小
山
Ａ
）

高
橋
　
清
　
（桑
　
絹
）

道
明
　
靖
幸
（小
山
Ｂ
）

大
島
　
宏
　
（間
々
田
）

黒
古
　
利
男
（大
谷
Ａ
）

柳
田
み
ち
子
（間
々
田
）

は
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
し
た
会
員
　
５
名

地
区
長

・
地
区
委
員
や
地
域
貢
献
担
当
な
ど
で
地

区
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

靡
喜
寿
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
方
々

（会
員
親
睦
会
）

敬
称
略
・
順
不
同
　
１８
名

西
城
　
敏
雄
（羽
　
川
）

松
本
　
光
正
（駅
東
通
り
）

鈴
木
　
武
雄
（乙
　
女
）

三
田
　
秀
男
（駅
南
町
）

白
石
　
洋
雄
（城
　
北
）

浅
沼
　
繁
富
（城
　
北
）

山
本
　
進

一
（横
　
倉
）

中
村
日
出
男
（栗
　
宮
）

大
川
　
鍾

一
（土
　
塔
）

高橋 正明
あけぼの公園

山口 幸作
駐輪場コーデイネーター

柴崎 四六

小山総合公園清掃班

長友 勝幸
駐輪場コーデイネーター

坂野 勉

新幹線高架下駐輪場

佐々木 茂二
パソコン教室

野中 勲
小山駅東公共輪車場

河野 雅治
襖 。障子班

鶴見 勝夫  大橋 周夫  西田 勝夫
大谷A     月ヽ山A     小山A

輪

尋轟結cξ 吉繋務撃塞郎
地域貢献担当  適正就業担当

依
田
　
峯
晴
（花
垣
町
）

酒
寄
喜
三
郎
（向
　
野
）

坂
本
　
正
巳
（駅
南
町
）

石
川
　
栄
　
（羽
　
川
）

鶴
見
　
勝
夫
（大
　
塚
）

五
十
畑
光
三
（横
　
倉
）

星
　
　
捷

一
（栗
　
宮
）

唐
橋
富
士
夫
（羽
　
川
）

石
島
　
登
　
（大
字
福
良
）

愕 ・
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総
会
終
了
後
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
３
名
の
新
任

理
事
が
加
わ
り
、
新
役
員

（１３
名
）
に
よ
る
臨
時
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
第
３
次
中
期
計
画
」

を
推
進
す
る
体
制
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、
理
事
長

（代
表
理
事
）
に
生
井
克
明
理
事
、
副
理
事
長

（代

表
理
事
）
に
藤
倉
拓
治
理
事
、
専
務
理
事

（代
表
理

事
）
に
雪
浦
和
雄
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
新
役
員
と
業
務
分
担

理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

監
　
事

監
　
事

生
井
　
克
明

藤
倉
　
拓
治

雪
浦
　
和
雄

大
久
保
克
延

小
林
　
充
親

斎
藤
　
優

伊
澤
三
千
夫

野
中
　
昭
男

高
尾
　
力

小
林
　
信
治

新
井
　
一旦
子

松
原
　
徳
行

ふ
し

ぬ
ま

　
　

えヽ
い
い
ち

藤
沼
　
英

一

（広
報
部
会
長
）

（総
務
部
会
長
、
会
員
開
発
）

（総
務
部
会
副
部
会
長
、
適
正
就
業
）

（総
務
部
会
、運
営
組
織
総
括
）

（総
務
部
会
、
地
域
貢
献
）

（広
報
部
会
副
部
会
長
）

（事
業
部
会
長
、職
群
、女
性
委
員
会
）

（事
業
部
会
副
部
会
長
、就
業
開
発
）

（事
業
部
会
、
就
業
開
発
）

（事
業
部
会
、
研
修
会
）

（事
業
部
会
、
安
全
委
員
会
）

部会長伊澤三千夫
副部会長野中 昭男

場 日

部会長生井 克明
副部会長斎藤 優

部会長藤 倉  拓 治
副部会長 雪 浦  和 雄

担

当

理

事

担
当
理
事

生
井
　
克
明

担
当
理
事

伊
澤
三
千
夫

担
当
理
事

新
井
　
由旦
子

目
　
時
　
平
成
３‐
年
４
月
２６
日
（金
）

‐３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
　
所
　
小
山
市
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室

年
度
前
期
の
班
長
会
議
は
全
職
群
班
の
班
長
が

一
堂
に

会
す
る
会
議
で
す
。

理
事
長
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
職
群
班
担
当
の
伊
澤
専
務

理
事
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
に
し
て
お
り
ま
し
た
職
群
班
班
長
手
当
の
文
給
の

件
や
新
任
会
員
の
研
修
期
間
手
当
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
平
成
３０
年
度
下
期
に
実
施
し
た
職
場

訪
問
（Ｈ
件
）
、
平
成
３０
年
度
の
事
故
報
告

（２
件
）
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
各
班
長
の
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
の
協
力
が
な
い
と
解
決
で
き
な
い
問

題
、
シ
ル
バ
ー
会
員
内
で
解
決
で
き
る
問

題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
短
期
に
解
決

で
き
る
問
題
と
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
問

題
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

（取
材

¨
広
報
部
会
）

時
　
令
和
元
年
５
月
３０
Ｈ
（木
）

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

所
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

各
地
区
の
地
区
長
、
副
地
区
長
、
地
区
委
員
、
地
区
担

当
理
事
、
親
睦
会
代
表
等

の
出
席
の
も
と
、
地
区
役
員
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
生
井
理
事
長
か
ら
平
成
３０
年
度
の
事
業
実
績

と
次
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
会
議
で
は
各
地
区
班
活
動

の
あ
り
方
、
令
和
元
年
度
の
諸

活
動
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（取
材

¨
広
報
部
会
）

運 営組 織 図

地

域

貢

献

担

当

適

正
就

業

担

当

会

員

開

発
担

当

運
営

組

織

総

括

大
久
保
克
延

中期計画推進委員会

安

全

委

員

会

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
担
当
一

伊
澤
三
千
夫

女

性

委

員

会

研
修

会

担

当

就

業

開

発

担

当
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希 ||1板
平
成
３０
年
度
第
１２
回

（３
月
２０
日
）

＊
正
会
員

・
男
性
８
名
、
女
性
１
名
及
び
ゴ
ー
ル
ド
会
員
男
性
１

名
の
承
認

＊
セ
ン
タ
ー
適
正
就
業
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

＊
セ
ン
タ
ー
地
域
班
の
設
置
及
び
運
営
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

＊
平
成
３‐
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
決
算
案
の
承
任
に
つ
い
て

＊
役
員
の
選
考
に
つ
い
て

＊
事
務
局
長
の
任
免
に
つ
い
て

平
成
３‐
年
度
第
１
回

（４
月
２５
日
）

＊
正
会
員

・
男
性
３
名
、
女
性
１
名
の
入
会
を
承
認

＊
平
成
３０
年
度
事
業
実
績
と
し
て
、
３
億
９
百
６４
円
の
事
業
収
入

（前
年
度
比

４５４
万
円
増
）
が
報
告
さ
れ
た

＊
令
和
元
年
度
セ
ン
タ
ー
表
彰
選
考
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
第
２
回

（５
月
１６
日
）

＊
正
会
員

。
男
性
４
名
、
女
性
１
名
の
入
会
を
承
認

＊
平
成
３０
年
度
事
業
報
告

・
計
算
書
類
等
の
承
認

＊
令
和
元
年
度
定
時
総
会
の
招
集
に
つ
い
て

＊
役
員
選
考
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
役
員
候
補
者
（理
事
Ｈ
名
、

監
事
２
名
）
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
第
３
回

（６
月
ν
日
）

＊
正
会
員
・
男
性
４
名
、
女
性
１
名
の
人
会
を
承
認

＊
組
織
編
制
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て

＊
普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
３‐
年
３
月
７
日

＊
職
場
訪
間
に
つ
い
て

（Ｐ
Ｓ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
・
城
東
公
園
）
２
件

＊
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

＊
普
通
救
命
講
習
会
実
施

＊
マ
ナ
ー
講
習
会
実
施

平
成
引
年
４
月
４
日

＊
年
間
行
事
の
計
画
立
案
に
つ
い
て

＊
職
場
訪
間
に
つ
い
て

（古
河
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ

・
駅
東
公
園
）

２
件

令
和
元
年
５
月
９
日

＊
職
群
班
班
長
会
議
の
内
容
に
つ
い
て

＊
交
通
安
全

・
健
康
講
話
の
開
催
に
つ
い
て

＊
熱
中
症
予
防
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布
に
つ
い
て

令
和
元
年
７
月
４
日

＊
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

（植
木
剪
定

・
草
刈
り
）

平
成
３‐
年

４
月
１２
日

＊
会
報
第
７５
号
発
行
に
つ
い
て

＊
か
わ
ら
版
第
１４
号
発
行
に
つ
い
て

平
成
３‐
年
４
月
２６
日

＊
特
集
号
チ
ラ
シ

（市
内
全
戸
配
布
）
編
集
企
画

＊
会
報
第
７６
号
編
集
企
画
案
検
討

令
和
元
年
５
月
１７
日

＊
会
報
第
７６
号
編
集
企
画
に
つ
い
て

＊
特
集
号
チ
ラ
シ

（６
月
１
日
発
行
）
配
布
準
備

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト

ッ
プ
画
面
の
背
景
画
像
お
よ
び
キ
ャ
ツ
チ
フ

レ
ー
ズ
文
案
の
検
討

令
和
元
年
６
月
１４
日

＊
特
集
号
チ
ラ
シ

（６
月
１
日
発
行
）
の
内
容
確
認

＊
会
報
７６
号
編
集
進
捗
状
況
に
つ
い
て

令
和
元
年
６
月
２８
日

＊
会
報
７６
号
編
集

（各
セ
ク
シ
ョ
ン
原
稿
内
容
）

＊
か
わ
ら
版
第
１５
号
発
行

令
和
元
年
７
月
１２
日

＊
会
報
７６
号
グ
ラ
校
正

＊
か
わ
ら
版
第
１６
号
発
行
に
つ
い
て

リ
レ
‥
サ
ロ
ン

厄
馨
講
燿
濾
轟
ん
な
ス
０

馘
鶉
蒔
熙
餘
雲

大
会
は
平
成
２‐
年
。
仕
事
は
小
山
新
市
民
病
院
を
５

年
、
現
在
は
小
山
市
役
所
宿
日
直
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
地
区
委
員
を
２
年
、
地
区
長
を
２
年
つ
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
謗
拠
は
県
北
の
塩
谷
町
で
、
作
曲
家

・
船
村
徹
さ

ん
の
故
郷
で
も
あ
り
ま
す
。

趣
味
は
多
い
方
で
、
囲
碁
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
、
ア

ユ
釣
り
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
す
。

ま
た
、

１０
年
前
、
小
山
市
博
物
館
友
の
会
に
入
会
、

現
在
は
古
文
書
を
読
む
会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

平
成
３‐
年
３
月
５
日

＊
地
区
割
り
に
つ
い
て

＊
入
会
説
明
会
、
研
修
、
面
談
会
の
状
況
に
つ
い
て

＊
２
月
公
募
の
結
果
報
告

平
成
３‐
年

４
月
２
日

＊
次
年
度

（令
和
元
年
度
）
の
普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
準
備

委
員
会
開
催
に
つ
い
て

＊
８
月
公
募
の
準
備
に
つ
い
て

令
和
元
年
５
月
７
日

＊
地
区
役
員
会
議
開
催
に
つ
い
て

＊
地
区
長
、
地
区
委
員
に
渡
す

「会
員
所
在
図
」
の
配
布
準
備
に
つ
い
て

令

和

元
年

６
月

４
日

＊
定
時
総
会
の
準
備
に
つ
い
て

令
和
元
年
７
月
２
日

＊
メ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

欝 '‐ ■壕 la《  ‐嚢修 亀 ‐■  議

アイガー北壁をめざして飛ぶ斎藤さん (ス イスにて)

彎 =・ 書會 1嘉  撼 ‐讐ξ   =驚 1轟  巌  .・  露 手

構 |・ 書會 la を 曹滲 ■ も

・ '1韓‐ 喜■籍 1轟  」資 ′‐妻會 1轟  憲 ・ 彙」
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間
々
田
地
区
　
金
子
　
タ
ミ
子
　
会
員

自
宅
か
ら
徒
歩
２
分
の
と
こ
ろ

に
海
が
あ
り
、
夏
は
若
者
で
に
ぎ

わ
う
湘
南
は
藤
沢
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

い
つ
も
生

活
は
海
と
共
に
―
真

っ
黒
に
日
焼
け
し
て
よ
く
遊
ん

だ
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
頃
、
家

の
近
く
を
小
田
急
線
や
江
ノ
電
が

通

っ
て
い
て
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
幼

い
頃

は
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鎌

倉
や
箱
根
そ
し
て
熱
海
な
ど
家
族

一
緒
に
旅
行
し
た

日
々
が
懐
か
し
い
で
す
。

そ
の
後
小
山
に
住
む
こ
と
お
よ
そ
６０
年
、
今
や
地

元
の
地
理
に
も
詳
し
く
な
り
親
し

い
友
人
も
増
え
、

す

っ
か
り
居
心
地
の
良

い
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

日
常
の
過
ご
し
方
は
、
大
好
き
な
庭

い
じ
り
や
手

芸
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
又
、
元
気

の
源
は
好
き
嫌

い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。
そ
し

て
日
課
に
し
て
い
る
ワ
ン
ち

や
ん
の
お
散
歩
が
さ
ら

な
る
活
力
の
も
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
現
在
草
取
り
班
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
時
に
は
お
話
相
手

に
な

っ
た
り
、
て
い
ね
い
な
作
業
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

奮

０
０

０
０
７
市

「庭
い
じ
の
が
大
好
き
！
」

職
場
紹
介

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
ま
す
よ
′



第 76号 小山シルバーだより 令不□元年 8月 15日 (8)

シルバー事業普及啓発促進月間のお知らせ

10月 は、全国のシルバー人材センターがシルバー

事業普及啓発促進月間として、さまざま々な行事を

行っています。当センターでは今年度の行事を次の

とおり実施いたします。

実 施 日 10月 19日 (土 )

シルバーの日を中心に取組みます。

各地区から案内がありますので是非ご参加 ください。

期  日 10月 12日 (土)～ 13日 (日 )

場  所 市立文化センター小ホール

中央公民館 料理実習室、和室

実施内容
「会員作品展」小ホールラウンジ

会員にみなさまから写真、絵画、書・象刻、小物、

工芸品など多くの作品をお寄せ下さい。

l()月 1211(li)

午前 映画会(上映作品選定中)

午後 13:30～ 15:00 歌声喫茶
※12:30～ 15:30お茶会

(中央公民館和室にて、表千家の協力による)

10り 113日 (H)
午前 10:00～ 11:00 落語会

午後 13:00～ 15:30 カラオケ会十楽器演奏

※そば才Iち 実演とそば会

(そ ば打ちクラブの協力による)

○その他

認知度テス ト(自 動車運転)、 血圧測定
バザー…女性委員会「陶芸J「ハーバリウム」、

リサイクル自転車ほか

※キ:様でバザーに提供できる品物がありましたら、

ご寄付をお願いします。

参
加
者

令
和
元
年
５
月
１７
日
（金
）

午
前
９
時
３０
分
～

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

①
交
通
安
全

¨
小
山
警
察
署
　
一父
通
総
務
課

②
健
康
講
話

一
小
山
市
　
　
　
健
康
増
進
課

２８
名

「
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
に
ち
な
み
、
交
通

安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
々
、
安
全
意
識
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
ビ
デ
オ
で
確

認
し
ま
し
た
。

又
、
こ
れ
か
ら
の
署
い
季
節
に
向
か

っ
て
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
は
、
の
ど
の
渇
き
を

自
覚
し
に
く
か
っ
た
り
暑
さ
や
寒
さ
を
感
じ
に
く
く
な

っ
て
い

た
り
す
る
の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
～
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。暑

さ
を
避
け
た
り
服
装
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日

頃
か
ら
健
康
管
理
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（取
材

¨
広
報
部
会
）

自
然
環
境
が
豊
か
な
渡
良
瀬
遊
水
地
は

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
景
観
を
守
る
べ
く
４
月
１３

日
（土
）、
利
根
川
上
流
河
川
利
用
協
議
会
主

催
の
〈渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
〉
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
も

９
名
の
方
が
参
加

し
、
ゴ
ミ
の
分
別

を
し
な
が
ら
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
活
動
の

一
環

と
し
て
積
極
的
に

参
加
い
た
し
ま
す
。

（取
材

¨
広
報
部
会
）

講 場 目

師 所 時

塚
隕

瞼

晟

懃

鱚

囃

瞑

踵

餃

躙

躙

１１
時
３０
分

齋
藤
　
誠
太
郎
様

渡
邊
　
絵
美
様

こまめな水分と塩分 (ナ トリウム)の補給を心がけるこ

とが大切です。

高齢者の熱中症の特徴として 室内で多く発生している

ことがあげられます。
部屋の温度が上がらないように工夫するとともに、

チェックするようにしましょう。
1日 1回汗をかく運動を心がけましょう
また、高齢者は喉の渇きを感じにくいので、十分な水分の補給が必要です。

利尿作用が強い飲み物 (アルコール、緑茶、ウーロン茶、紅茶、コ
ーヒーなど)は、補給しても思ったほど水分が身体に残らないので気

をつけましよう。
水分というとアルコールや、カフェインを含むコーヒー、緑茶など

を水代わりに飲んでしまう人が多いようですが、利尿効果によりかえ

って脱水症状を3き起こし、熱中症のリスクを高めるおそれがあり適

しません。
一万カフェインが含まれないのは、麦茶、杜伸茶、ハーブテイー、

水などです。苦から夏の飲み物の代表である麦茶はとても重宝で理にか

なっていたのです。

・麟

経

ギ
　

　

　

霞
Ｅ
　
こめ
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る

　

ま

る

　

い
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園 切

"い
だより配布についd会 報切 レい だよりよ ル 減 材センタ の地区役員

良19奨ど

のもと、

⑤ ◎配布されています。会報は市内の支所他26か所に陳夕Jさイ

△
〓
樋
報

発
行
日

発
行
所

編

集

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
７６
号

令
和
元
年
８
月
１５
日

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

８
０
２
８
５
（２８
）
４
１
３
０
（代
）

〒
３
２
３
１
０
８
２
９

小
山
市
東
城
南
５
丁
目
１５
番
地
８

広
報
部
会

令
和
元
年
９
月
３
日
（火
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

令
和
元
年
１０
月
１
日
（火
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

令
和
元
年
■
月
５
日
（火
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

令
和
元
年
１２
月
３
日
（火
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

富齢者は日頃から体調管理に注意しましよう !

(広報部会)


